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要約 
 本稿は、武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院において、主として 2019 年に取り組
まれた SDGs（Sustainable Development Goals）に関連した実践について、国
連グローバル・コンパクト（UNGC）が定める COE（Communication on 
Engagement）の 4 つの評価の枠組みを⽤いて総括したものである。同校、およ
び同校と武蔵野⼤学⼯学部環境システム学科との⾼⼤連携事業で展開された






 SDGs とは、Sustainable Development Goals の略語であり、「持続可能な開
発⽬標」と邦訳される。SDGs は、2015 年 9 ⽉に開催された国連総会で「持続
可能な開発のための 2030 アジェンダ」として、すべての国と地域により全会⼀
致で採択された。「No one will be left behind（誰⼀⼈として取り残さない）」を













図 1 SDGs における 17 のゴール（外務省） 
 
武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院は、2017 年 12 ⽉ 5 ⽇に、国連グローバル・














図 2 国連グローバル・コンパクト（武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院） 
 
 わが国における UNGC の下部組織である「グローバル・コンパクト・ネット
ワーク・ジャパン」（GCNJ）は、2003 年 10 ⽉に国連広報センターによって「ジ
ャパン・ネットワーク」という任意団体として設置され、2015 年 7 ⽉に「グロ
ーバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン」として名称変更がなされた。


















状況を、UNGC 本部へ報告しなければならない。COE の評価の枠組みを表 1 に
⽰す。 




（１）COE 評価 1 
「グローバル・コンパクトに関連するトピックについて教育を提供する」 








































図 4 武蔵野⼤学鉱⼭プロジェクト 
 
 2019 年 1 ⽉には、武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院が同プロジェクトに参加し、








⾏った。同プロジェクトで回収された貴⾦属類の内訳は図 6 の通りである。 




















（３）COE 評価 3 
「グローバル・コンパクトの原則を広める」 





図 7 国連グローバル・コンパクトの原則（GC10） 
 







る課題について、Project-based Learning の開発が求められる。 






（４）COE 評価 4 
「国連グローバル・コンパクトの参加企業による持続可能性と開⽰性の向上の
ための活動を⽀援する」 
武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院は、GCNJ 内に設置された SDGs 分科会におい
て、2018 年度から 2 ヵ年分科会幹事をつとめ、分科会会場の提供や、参加企業
から問い合わせがあった、教育分野への SDGs の導⼊や学校と企業との連携の
あり⽅等について、助⾔を⾏ってきた。 









３．今後の SDGs 研究の展望 
 本稿は、武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院において主として 2019 年に取り組ま
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